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第２１回 岡山県混合複バドミントン選手権大会 
兼 中国地区総合・中国地区シニアバドミントン選手権大会（混合複の部） 岡山県予選会 

要 項 
 
1. 主  催  岡山県バドミントン協会 
2. 期  日   令和６年６月１日（土）  ９時〜 
3. 会  場  総社市 きびじアリーナ 
4. 種  目  混合複（一般、40 歳以上、50 歳以上、60 歳以上、65 歳以上、70 歳以上） 

   ※ 上記年齢は、令和 6 年４月１日現在の満年齢とする。 
5. 競技規則 （公財）日本バドミントン協会現⾏競技規則、同大会運営規定及び同公認 

審判員規程による。 
6. 競技方法   ① 各種目共、予選リーグと決勝トーナメントにより順位を決定する。 

但し、参加者数により変更することがある。３位決定戦は⾏わない。 
② 予選リーグは相互審判制とし、決勝トーナメント初回戦の主審は大会 
本部が指名した者、以降、主審は敗者審判制を原則とする。 

線審は競技者（組）がそれぞれ１名を連れてくること。 
     但し、審判員が不⾜した時は、出場者全員が協⼒してその任に当たるこ 

と。 
7. 使用シャトル   試合球は大会本部が用意したものを購入し、対戦者同志が互いに提出するもの 

とする。 
8. 参加資格  出場選手は、大会当日迄に岡山県バドミントン協会に、令和６年度個⼈登

録録を完了している者。 
未登録者は、大会当日登録手続きを⾏なうこと。（登録料 １⼈ 2,300 円） 

9. 参 加 料    複︓１，６００円／組 
  （納入は大会当日でもよいが、棄権した場合も参加料は頂きます。） 
10. 申込期限    令和６年 5 月 20 日（月） 
11. 申込方法  別紙参加申込書に選手名簿等必要事項を記入し、「岡山県バドミントン協会 

ＨＰ＞お問い合わせ・申し込み」からメールで申し込むこと。（やむを得な 
い場合は、大会事務局へ直接メール、または郵送でも申し込みを受付けま 
す。） 
大会事務局︓ 

〒702-8012 岡山市南区北浦５７０－２ 髙⾒ 龍剛 気付 
TEL︓080-3888-3237  E-mail:bad.okayama23@gmail.com 

○ 岡山県バドミントン協会ＨＰ＞お問い合わせ・申し込み 
http://okayama-badminton.com/contact/ 

12. 選手選考  本大会の種目は、中国地区総合大会、中国地区シニア大会の予選会を兼ね 
る。選手選考については、県協会選手選考規定による。。 
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13. そ の 他  ① 競技用シャツの背面には、必ず「所属・氏名」を付けること。 
     表示の無い選手は失格となります。 

② 負傷した場合、応急処置は⾏ないますが、それ以外は各⾃、各所属団体 
にて処置してください。 
③ 前回優勝者は必ず試合当日優勝杯の返還を⾏なうこと。 
④ 大会参加に際して提供される個⼈情報については、本大会活動に利用す 
るものとし、これ以外の目的には利用することはありません。 

14. 連絡事項   ① 中国地区総合選手権大会への出場枠は、他県開催のため混合複は４複。 
前回大会のベスト８以上入賞者（組）は、別途推薦出場枠を有する。 
但し、混合複のペアは前回大会と同一ペアでなくてはならない。 

② 中国地区シニア選手権大会への混合複の出場枠は、本年は岡山県開催で 
あり 40 才以上から 50 才以上までは 16 複、６０才以上は 8 複となりま 
す。 

    前回大会のベスト４以上入賞者は、推薦出場枠を有する。 
但し、複のペアは前回大会と同一ペアでなくてはならない。 

          また、一⼈２種目まで出場できるが、単と混合複を兼ねて出場できない。 
③ 混合複のペアは、同一の所属県でなくてはならない。 
④ 中国地区総合選手権大会、中国シニア選手権大会への出場資格を獲得さ 
れ、出場希望の方は、当日参加申込手続きおよび、参加料の⽀払を必ず済 
ませてください。 

⑤ 中国地区シニア選手権大会への参加資格には、日本バドミントン協会の 
審判員資格がないと参加できません。 
 

○ 第 67 回中国地区総合バドミントン選手権大会 
期 日︓ 令和６年９月２１日（土）〜 ９月２３日（月） 
会 場︓ 山口県光市 光市総合体育館 
参加料︓ 1 ⼈ 1 種目 ３，０００円 

○ 第 25 回中国地区シニアバドミントン選手権大会 
期 日︓ 令和６年１０月１８日（⾦）〜１０月２０日（日） 
会 場︓ 岡山県総社市 きびじアリーナ 
参加料︓ 1 ⼈ 1 種目 ２，５００円 

 
＜大会参加者へのお願い事項＞ 

・ 新型コロナウイルス感染症予防対策の一環として、原則、各個⼈の主体的な選択を 
尊重し、個⼈の判断により感染症対策を必要に応じて⾏う事とします。 


